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1. はじあわ:こ

広島から岩国にかけての地域には,己斐断層 (こ

いだんそう)や岩国断層などの活断層が知られてお

り,ま た,岩国沿岸の安芸灘にも活断層が存在する

ことが指摘されている(活断層研究会,1991)。 ただ

し,こ の地域のうち海域の音波探査が行われている

のは,岩国沖など一部の沿岸域に限られている (国

土地理院,1989)。 本論では,広島湾から安芸灘にか

けての海域に潜在する活断層の検出を目的として実

施 した,同海域の音波探査の結果について報告する.

2.地域の概観

調査海域に面する中国地方は山地や丘陵が大半を

占め,海岸平野は大きな河川の河口部を除き少ない.

本調査域では大田川,錦川の河日付近に扇状地を伴

う海岸平野が認められるものの,大半の海岸部は山

地が海岸に迫っている。調査域に点在する島嶼も比

較的急峻で,厳島 (弥山 :530m),西能美島 (宇根

山 :542m),屋代島 (嵩 山 :619m),東能美島 (蛇

峯山 :438m),倉橋島 (無名高地 :456m)な ど,標

高400mを 越える山がそびえている。

調査海域周辺の山地や丘陵は, 自亜紀の花間岩類

(広島花間岩類及び領家花間岩類),及び変成岩 (領

家変成岩類)が大半を占め,倉橋島や大竹市西方で

は一部丹波帯の三畳系～ジュラ系の堆積岩類が分布

している(東元ほか,1983,1985,1986,高橋,1991,
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など)。 新生界は比較的規模の大きい河川沿いとその

河口部に分布する沖積層が主である。また,山地と

沖積地との間には崖錐や扇状地堆積物が点在 し,呉

付近には 2段の段丘堆積物がわずかに認め られる

(東元ほか,1985)。 この他にまとまった新生界の分

布域としては,調査区域の西方,岩国市阿品付近に

は鮮新世末期～更新世前期に対比される礫岩・亜

炭。泥岩からなる阿品層が (東元ほか,1983),ま た,

調査区域の北東方の東広島付近には,更新世中期に

対比される砂礫泥層 (西条層)が分布 している (束

元ほか,1985)。

なお,広島平野におけるボー リングによれば,沖

積層の下位には花同岩類の基盤を不整合で覆う更新

統の砂礫層の存在が知られている (建設省計画局ほ

か, 1964, 藤原ほか, 1985)。

中央構造線より北の中部から近畿地方にかけて

は,北東―南西走向の右横ずれ断層と北西一南東走

向の左横ずれ断層が多数分布することが知られてい

る(活断層研究会,1991,な ど)。 中国山地において

も北東―南西の リニアメン トが多く知 られている

が,こ れらが活断層であるという証拠をもつものは

多くはなく,古い時代の地質構造を反映した浸食に

よるリニアメントがかなり含まれているものと考え

られている(活断層研究会,1991).広 島市周辺にお

いては,第四紀に繰 り返し動いた証拠のある断層と

しては,五 日市断層,己斐断層が,岩国市周辺では,

岩国断層,廿木山断層 (は たきやまだんそう)月 方ヽ

広島湾付近の海底断層について
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―小瀬断層などが存在すると指摘されている (活断

層研究会,1991)。 これらは何れも北東―南西の走向

も,活動度は B級ないしそれ以下 と考えられてい

る。

3。 調査概要

調査は1996年 5～ 6月 及び 8月 ～ 9月 に測量船

「天洋」により行われた。音波探査はスパーカー (発

振エネルギー :1000J,発振間隔 :1秒,周波数域 :

100～ 500Hz,記録長 :0.5秒)と チャープソナー (発

振エネルギー :30J,発振間隔 :1/4秒,周波数域 :

3～ 8 kHz,言己録長 :50m)に より行った。

測線は北西一南東方向に0.5海里間隔で設定し,こ

れと交差する測線を 3海里間隔で設けた。測線を第

1図 に示す。

4.層序区分

音波探査記録における音響的層相から,調査海域

の海底地質は上位よりI～ⅥⅡ層に区分され, I層 は

さらに Ia～ I―c層に細分される。本海域の代表的

音波探査記録を第 2～ 4図に示す。広島平野におけ

第 1図 音波探査航跡図。大線は第 2～ 4図に示す

音波探査記録の範囲を示す。
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第 2図 チャープソナー音波探査記録例 とその解釈

図.位置は第 1図 に示す。

第 3図 スパーカー音波探査記録例 とその解釈図.

位置は第 1図 に示す。
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第 4図 スパーカー音波探査記録例 とその解釈図。

位置は第 1図 に示す。
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第 5図 広島湾およびその周辺 における断層。大線

は第 I層 まで変形 を及ぼ しているもの,細
線 は第Ⅱ層 まで変形 を及ぼ しているもの,

破線 はそれより下位の層準 にのみ変形を及

ぼ しているもの。

表 音響的層相と地質対比

地質時代 陸域地質 海域 音響的層相

第

　
四
　
紀

完
新
世

一
更
新
世

層
締

積

動

沖

＜
淡く音響的に透明,音響的に透明で音響層理やや認められる

I―a層 との境界は明瞭,音響的に透明で音響層理やや認められる

やや散舌しが見られる

低位段丘 チャープソナーでは散乱,スパーカーでは不規則な音響層理を示す

高位段丘 淡く音響的には比較的透明

西条層 音響層理が発達する

阿品層 V 音響層理が発達するものの,層理の連続性が悪い

第
二
紀

白
亜
紀

稜
敵
器

VI 強い散乱パターンを示す

強い散乱パターンを示す

先白亜紀 久珂層群 散舌Lが強いが,音響層理も認められる
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るボー リング資料 (建設省計画局ほか,1964,藤原

ほか,1985)を 参考にすれば, I層 は沖積層に対比

される。音響的層相から, Ⅱ～V層 は未固結～半固

結の堆積層,Ⅵ,ⅥI層 は花同岩類と推定される。Ⅱ

層を低位段丘に,Ⅲ層を高位段丘,Ⅳ層を西条層,

V層 を阿品層にそれぞれ対比した。表に音響的層相

と地質対比を示す。

5。 地質構造

本地域において認められた海底の断層を第 5図

に, また,代表的な地質断面を第 6～ 9図に示す.

本海域における断層は,北東―南西走向のものと,

北北東―南南西ないしほぼ南北走向のものとに大ま
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かに 2つに分けられる.こ のうち,前者は陸上で知

られている己斐断層や岩国断層などの断層とほIF同

じ走向であるが,後者と同じ走向の構造は周辺地域

では知られていない。なお,こ れら断層においては,

断層の変位量は浅部では小さく深部では大きい,Vヽ

第 6図 広島湾およびその周辺の地質断面。断面の
位置は第 5図に示す。

第9図

0           5          10km

第 7図 広島湾およびその周辺の地質断面。断面の位置は第 5図に示す。
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第 8図 広島湾およびその周辺の地質断面。断面の位置は第 5図に示す。

9      ,      19m
第9図 広島湾およびその周辺の地質断面。断面の位置は第5図に示す。

第8図 NE

第7図

第7図
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わゆる変位の累積性が認められる。

調査海域において認められた断層のうち, I層 ま

で変形を及ぼしているもの (第 5図太線)は,ア カ

ホヤ (鬼界カルデラ起源の火山灰で,14C法年代測定

によれば約6300年前に噴出したと考えられている)

と推定される I―a層 と I―b層 との境界面を撓曲さ

せ,I― a層の下～中位程度まで変位が認められてい

るものである(第 2図 )。 これらは主として岩国市の

東～南東沖に分布し,北東―南西の走向である。断

層は沖積層では撓曲となっているものの,下位層で

は断層となっている。垂直方向の変位の量は最大で

約 2mである.

I層 には変形が認められないもののⅡ層の最上位

層準ないし中位層準まで変位が認められる断層 (第

5図細線)は,前記の断層の南の海域に主に分布す

る。

また,Ⅲ層以下に認められる断層 (第 5図破線)

としたものは, I層 に変形が認められる断層やⅡ層

の最上位層準ないし中位層準まで変位が認められる

断層の延長域や周辺に分布する。この断層では,音

波探査記録の分解能や多重反射の影響のために,変

位の累積性についてははっきりしない
.

6.断層の活動時期

I層 まで変形を及ぼしているもの (第 5図太線)

は,ア カホヤと推定される Ia層 と I―b層 との境

界面を撓曲させ,Ia層 の下～中位程度まで変位が

認められていることから,こ の海域では更新統に断

層が動いたことは確実である。スパーカー記録 (第

3図)では変位の累積性が認められるものの,沖積

層内では変位の累積は認められないことから,活動

の繰 り返 し間隔 はか な り長 い (少 な くとも約

5000～ 6000年以上)と 考えられる。少なくとも沖積

層の基底面における断層の変位量と,1-a層 の基底

における断層の変位量は同じであるので,本海域に

海進が始まった時代以降では一度しか断層は動いて

いない。

一方,断層の最新の活動は6300BPよ りもかなり

新 しいと推定される。ただし,本地域においては潮

流の影響があり,調査海域の端には海釜も存在する
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ことから堆積速度は一様ではなく,ハイエタスを生

じている可能性があることも考慮する必要がある。

もし,堆積速度の変化が著しかったとすれば,6300

BPよ りもかなり新 しいとの推定は必ずしも成立せ

ず,最新活動時期は6300BPに近づ く可能性もある.

7。  まとめ

広島湾及びその付近の海域には,更新世に動いた

と考えられる断層が潜在している。これら断層の多

くは変位の累積性を持つことから活断層である。た

だし,沖積層内では変位の累積は認められないこと

から,活動の繰 り返し間隔はかなり長 く,活動度は

B級ないしC級 と考えられる。堆積速度を一定と仮

定すると,最後の活動から次回の活動までは時間が

ある,いわゆる安全断層 (松田,1992)の範囲に収

まるものと推定される。ただし,本海域のような内

海域では堆積速度は必ずしも一定ではないことか

ら, コアリング等によってアカホヤ堆積時以降にお

ける堆積速度の変遷を明確にしなければ,安全断層

であるかどうかは断言は出来ない。
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